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常任委員会の審査経過と結果

稲敷市議会だより　第47号

総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
根
本
　
光
治
　

平
成
28
年
第
4
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
6
議
案
の
主
な
審
査
概
要
並
び
に
結
果
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

議
案
第
87
号
稲
敷
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
は
、
地

方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
高
度
化
・
専
門
化
の
進

む
行
政
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
弁
護
士
等
の
専
門

的
な
知
識
・
経
験
を
有
し
、
高
度
な
専
門
性
を
備
え

た
民
間
の
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
任
期
を
定
め
て

職
員
採
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
必
要
と
な
る
事
項

を
新
た
に
定
め
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
88
号
稲
敷
市
議
会
議
員
及
び
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
及

び
稲
敷
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ
の
作
成
の
公
費

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
質
疑

で
は
、
委
員
か
ら
は
、
議
会
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、

選
挙
ポ
ス
タ
ー
１
枚
当
た
り
の
限
度
額
１
、
９
２
８

円
を
１
、
０
０
０
円
に
引
き
下
げ
た
こ
と
の
経
緯
を

踏
ま
え
、
よ
り
適
正
な
公
費
負
担
の
在
り
方
を
図
る

為
、
事
前
に
議
会
へ
協
議
す
る
よ
う
要
望
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

議
案
第
89
号
稲
敷
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
で
は
、
人
事
院
勧
告
に

伴
い
給
料
表
を
平
均
0・2
％
程
度
引
上
げ
る
と
と
も

に
、
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
の
改
定
を
行
い
、
常
勤

特
別
職
、
教
育
長
、
及
び
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
改
め
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
92
号
稲
敷
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
で
は
、
平
成
29
年
4
月
1
日
に
、
稲

敷
市
立
あ
ず
ま
南
小
学
校
が
閉
校
す
る
こ
と
に
伴

い
、稲
敷
市
立
あ
ず
ま
東
小
学
校
に
再
編
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。議

案
第
93
号
平
成
28
年
度
稲
敷
市
一
般
会
計
補

正
予
算
第
6
号
で
は
、
財
政
課
か
ら
は
、
既
定
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4
億

３
、
８
６
９
万
３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
９
億
７
、
９
６

４
万
9
千
円
と
す
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
で
は
、
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
、
庁
舎
再
編
事
業
及
び
人
口

減
少
対
策
事
業
、
民
生
費
で
は
、
国
の
補
正
予
算
に

係
る
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
、
土
木
費
で
は
、

道
路
維
持
補
修
及
び
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
、
諸
支
出
金
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を

基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
総
務
課
所
管
の
役
務
費
で
通
信
運

搬
費
の
増
額
補
正
、
庁
舎
等
の
施
設
維
持
管
理
費
に

係
る
光
熱
水
費
等
の
需
用
費
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ

り
、
当
初
予
算
で
十
分
な
計
上
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
初
予
算
編

成
時
の
積
算
が
、
実
態
に
即
し
て
い
な
い
も
の
で
あ

り
、
過
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、
適
正
な
積
算
に
努

め
る
よ
う
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
共
施
設
再
編
室
所
管
の
庁
舎
再
編
事
業

の
工
事
請
負
費
、
東
支
所
改
修
工
事
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
消
防
と
の
協
議
や
工
事
を
施
工
し
て
い
る

中
で
、
新
た
な
補
修
箇
所
が
発
生
し
た
た
め
と
の
答

弁
が
あ
り
、
委
員
か
ら
は
、
積
算
漏
れ
が
な
い
よ
う

事
業
を
執
行
す
る
と
共
に
、
高
額
な
増
額
補
正
を
要

す
る
場
合
は
、事
前
に
現
地
の
状
況
を
説
明
す
る
等
、

事
態
の
経
緯
と
そ
の
原
因
を
明
確
に
す
る
よ
う
意
見

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
案
第
100
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

で
は
、
公
共
施
設
再
編
室
発
注
の
桜
川
地
区
セ
ン

タ
ー
新
築
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
、

一
般
競
争
入
札
の
結
果
、
細
谷
・
松
浦
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
が
落
札
し
、
契
約
金
額
は
税
込
で
、

３
億
９
、
３
１
２
万
円
で
あ
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
6
議
案
全
て
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
若
松
　
宏
幸
　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
６
議
案
並
び
に
請
願
２
案
件
に
関
す

る
主
な
審
査
経
過
と
概
要
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

議
案
第
90
号　

稲
敷
市
税
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
で
は
、
外
国
居
住

者
等
の
所
得
に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ

る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法

律
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

必
要
な
条
例
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
91
号　

稲
敷
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
で
は
、

個
人
市
民
税
で
分
離
課
税
さ
れ
る
特
例

適
用
利
子
及
び
配
当
等
の
額
を
、
国
民

健
康
保
険
税
の
所
得
割
の
算
定
及
び
軽

減
判
定
に
用
い
る
総
所
得
金
額
に
含
め

る
た
め
、
附
則
第
13
項
と
、
第
14
項
を

追
加
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

議
案
第
93
号　

平
成
28
年
度
稲
敷
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
の
当

委
員
会
所
管
部
分
に
つ
い
て
で
は
、
歳

出
の
主
な
も
の
は
、
定
期
人
事
異
動
に

よ
る
職
員
構
成
の
変
動
に
よ
る
も
の
と
、

成
人
保
健
事
業
に
お
い
て
、
健
診
後
の

保
健
指
導
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、

栄
養
指
導
に
携
わ
る
管
理
栄
養
士
を
、

非
常
勤
職
員
と
し
て
任
用
す
る
た
め
の

経
費
及
び
、
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済

対
策
分
）
の
給
付
事
業
並
び
に
、
生
活

の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る
調
査
事
業

に
関
す
る
増
額
補
正
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
94
号　

平
成
28
年
度
稲
敷
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）
で
は
、
既
定
の
予
算
額
に
、
１

億
２
２
８
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
66
億
４
、
３
６
６

万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
歳
出

の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
医
療
費
の
伸

び
に
よ
る
一
般
被
保
険
者
の
高
額
療
養

費
６
、
４
０
０
万
円
で
あ
り
、
前
年
度

繰
越
金
を
こ
れ
に
充
て
る
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
96
号　

平
成
28
年
度
稲
敷
市

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
で
は
、
既
定
の
予
算
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
０
万
８
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
36
億
５
、

２
２
９
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
給
与
の

調
整
に
よ
る
も
の
、
並
び
に
地
域
支
援

事
業
費
に
係
る
包
括
的
支
援
事
業
費
の

変
更
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
98
号　

平
成
28
年
度
稲
敷
市

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
で
は
、
既
定
の
予
算
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
70
万
５
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
８
億
９
、

７
１
４
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
給
与
改

定
及
び
、
職
員
構
成
の
変
動
に
よ
る
仁

賢
人
件
費
の
増
額
補
正
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
今
定
例
会
に
提
出
さ

れ
た
６
議
案
は
、
全
て
全
会
一
致
に
よ

り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、

請
願
第
２
号
並
び
に
請
願
第
３
号
は
、

全
会
一
致
に
よ
り
原
案
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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常任委員会の審査経過と結果

稲敷市議会だより　第47号

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
篠
田
　
純
一
　

第
4
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
7
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
概
要

並
び
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
93
号
の
平
成
28
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）

の
審
査
で
は
、
被
災
農
業
者
支
援
対

策
事
業
に
つ
い
て
質
疑
が
交
わ
さ

れ
、
台
風
に
よ
り
被
害
を
被
っ
た
ハ

ウ
ス
４
棟
の
再
建
に
対
す
る
事
業
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
農
業
共
済
と
の

重
複
で
の
支
援
は
で
き
な
い
こ
と
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
都
市
農
村
交
流

事
業
に
お
け
る
修
繕
費
に
対
す
る
質

疑
で
は
、
稲
敷
直
売
所
に
お
け
る
給

水
ポ
ン
プ
修
繕
の
た
め
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
95
号
の
平
成
28
年
度
稲
敷

市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）
の
審
査
で
は
、
委

員
か
ら
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
の
状

況
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
こ
こ
数

年
の
繰
入
金
額
に
つ
い
て
は
微
増
し

て
い
る
が
、
公
債
費
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
以
降
増
え
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
旨
の
説
明
が
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
後
の
人
口
減
少
等
を

踏
ま
え
、
合
併
浄
化
槽
の
整
備
と
併

せ
整
備
計
画
を
推
進
し
て
い
く
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
97
号
の
平
成
28
年
度
稲
敷

市
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
の
審
査
で

は
、
平
成
27
年
度
会
計
の
精
算
に
よ

る
繰
越
金
49
万
8
千
円
に
対
す
る
補

正
で
あ
り
、
歳
出
と
し
て
同
額
を
一

般
会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
と
す
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
99
号
の
平
成
28
年
度
稲
敷

市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号
）
の
審
査
で
は
、
委
員
か
ら
は
、

公
営
企
業
会
計
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に

あ
た
っ
て
従
来
シ
ス
テ
ム
と
の
経
費

差
額
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
新
シ

ス
テ
ム
に
更
新
し
た
場
合
、
災
害
に

対
す
る
安
全
性
が
高
く
な
る
ク
ラ
ウ

ド
型
を
採
用
す
る
た
め
費
用
も
増
加

す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
101
号
の
市
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、市
道
（
江
）

３
５
７
８
号
線
ほ
か
２
路
線
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
102
号
の
市
道
路
線
の
変
更

に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、市
道
（
江
）

１
４
１
５
号
線
ほ
か
５
路
線
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
103
号
の
市
道
路
線
の
廃
止

に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、市
道
（
東
）

582
号
線
の
廃
止
に
つ
い
て
質
疑
が
交

わ
さ
れ
、
当
該
市
道
は
、
未
供
用
で

あ
る
こ
と
か
ら
廃
止
し
よ
う
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、ま
た
、

市
道
の
払
い
下
げ
に
あ
た
っ
て
は
、

隣
接
地
の
地
権
者
か
ら
同
意
を
得
て

い
る
こ
と
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
議
案
7
件
に
つ
い

て
、
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
根
本
　
光
治
　

稲
敷
市
の
入
札
制
度
に
お
け
る
諸

問
題
に
つ
い
て
は
、
二
度
に
渡
っ
て

入
札
に
関
す
る
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
詳
細
な
調
査
が
行
わ
れ
改
善

要
望
事
項
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
向
に

入
札
制
度
に
お
け
る
不
信
感
が
払
拭

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
拡
大
し
、
さ
ら

に
は
、
平
成
27
年
度
中
11
月
ま
で
の

入
札
に
お
い
て
、
最
低
制
限
価
格
と

1
円
単
位
で
同
額
の
入
札
結
果
が
7

件
も
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

議
会
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

し
、
平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
（
12

月
）
に
て
「
公
平
、
公
正
で
透
明
性

の
高
い
入
札
制
度
の
推
進
を
求
め
る

決
議
」
が
可
決
さ
れ
、
入
札
問
題
等

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
に
至

り
、
計
8
回
に
渡
っ
て
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
に
際

し
ま
し
て
は
、
市
内
事
業
者
の
皆
様

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
含
め
様
々
な

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
委
員
会

と
し
て
は
、
市
長
の
責
任
者
と
し
て

の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
欠
如
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
入
札
の
方
向

性
が
示
さ
れ
て
な
い
こ
と
が
問
題
で

あ
り
、
事
業
者
、
市
民
の
皆
様
の
稲

敷
市
入
札
制
度
へ
の
不
信
感
を
払
拭

す
る
た
め
に
も
、
ラ
ン
ダ
ム
係
数
入

札
の
復
活
な
ど
信
頼
を
回
復
す
る
た

め
の
対
応
を
含
め
、
市
長
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
に
よ
る
稲

敷
市
の
入
札
執
行
体
制
の
見
直
し
、

併
せ
て
市
発
注
工
事
に
係
る
市
の
工

事
管
理
改
善
を
要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
般
、
稲
敷
市
が
取
り
組

む
べ
き
最
大
の
課
題
は
、
地
場
産
業

の
育
成
で
あ
り
、
行
政
が
投
資
し
た

資
金
が
、
地
域
内
で
循
環
し
地
元
企

業
の
育
成
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

一
方
、
私
た
ち
市
議
会
と
し
て
も
襟

を
正
し
、
市
発
注
業
務
入
札
に
対
し

て
政
治
倫
理
条
例
の
抜
け
道
を
使
う

よ
う
な
行
動
を
厳
に
慎
み
、
自
ら
を

律
す
る
姿
勢
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

最
後
に
、
市
長
を
先
頭
に
執
行
部

に
お
い
て
は
、
今
後
も
市
入
札
制
度

に
対
す
る
市
民
の
皆
様
、
事
業
者
の

皆
様
の
信
頼
回
復
に
向
け
、
制
度
の

適
正
な
執
行
、
見
え
る
形
で
の
改
善

に
努
め
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま

す
。

入
札
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会

入
札
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会


